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22年� 5月の予定


5 日ω
園便り� 

主μAきJ22年 新潟青陵幼稚園加藤由美子

保育室の中心におかれた机の周りにすわり、ひたすら粘土をこねていた赤ばらさんが、

少しずつ自分の思いを出し始めています。赤ばらさんにとって� 1学期は“自己表現"の

時期です。一人ひとりが自分を出し始めるので、一時的に元気が過ぎる状態になります。

これはきちんと自分の気持ちを表すことができるようになるためにとても重要なこと

です。子ども同士気持ちのぶつかり合いも、いたずらも、やってはいけないこともやり

はじめます。こうして自分の思いを表すことが出来るようになってきたら、その次は集

団生活のルールを少しずつ伝えていきます。一度子どもたちの心を開放して、それから

一つずつどうすればよし、かを伝えていくのです。基本的には、禁止や命令ではない言葉

で一一“どうすればよいのかH が子どもによく分かるような言葉を使います。禁止や命

令では、あきらめや反感が育ってしまいますから・・・(但し、危険を伴うことや人の

心を傷つけるようなことに対してははっきりとやってはいけないと叱りますが)・

私たちが育てたいのは、自分でこうしなくてはと考えて行動することができる子どもで

す。外側から強制されて行動するのではなく、自分の内側からこうしたいと思って行動

する子どもになって欲しいと思っています。
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日� H霊給食 降園時R 行 事� ¥ 

土� / / 

日� / / 

月� / / 憲法記念日

火� / / みどりの日

水� / / こどもの日

木� O 2:00 

金� O 2:00 

土� / / 第2土曜日

日� / / 

月� O 2:00 赤ばらさんの給食試食会です。詳細は学年のお便りをご覧ください。

火� O 2:00 赤ばらさんの給食試食会です。詳細は学年のお便りをご覧ください。

水� O 2:00 本日より赤ばらさんは給食が始まり、降園時間が2:00となります。

木� O 2:00 父母の会総会が開催されます。

金� O 2:00 

土� × 11:30 自由登園日

日� / / 

月� O 2:00 幼児教育学科1年次教育実習が始まります。よろしくお願いいたします。

火� O 2:00 

水� O 2:00 

木� O 2:00 赤ばら1組さん学級懇談です。

金� O 2:00 赤ばら2組さん学級懇談です。

土� / / 第4土曜日

日� / / 

月� O 2:00 定期健康診断を行し¥ます。

火� O 2:00 

水� O 2:00 誕生会です。� 5月生まれさんの保護者の方、ご一緒にお祝いしましょう。

木� O 2:00 

メ旦ヘム� O 2:00 

土� × 11:30 森の探検隊を行し Yます。皆様ご一緒にご参加ください。

日� / / 

月� O 2:00 幼児教育学科1年次教育実習が始まります。よろしくお願いいたします。

7
d
ヌ
れ
ソ 
J
ー
の
:
ど 

1:iIlι き� j1'1 
〆つつ� U・3与� h
、、L、す τL  T 二

たて�  I ft竺� L 

~ I '\ fヲ� ιムt!-
し11-11":: 1';:: tぅ

ム'7IL ι7 
弓;11ば� Tこ っσ
つト 二� L 1-1' 

区lナず
予〈ー '1:1¥ 111 
ん をTl :i

仁ブ ち 町、� t|ト

ここに、卒園した女の子が一年生の時に書いた作文をご紹介します。
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繊細な感性の豊かな女の子、いろんなことが心配になることもありましたが、ご家族

の方がお子さんに無理をさせず受け止めてこられました。この作文は、一年生になって

学校のクロスカントリーに出た時のことです。友だちに追い抜かれても、自分はひたす

らゴーノレを目指して走ればいいのだと、自分のベースで、走ればいいのだと自分自身に言一一

い聞かせながら走った。“勝つこと"が目的ではなく、“完走すること"を目的にした女

の子、このようなことを一年生の子が考えることができることに感動しました。内面が

しっかりと成長しているのですね。
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